
　
男
女
問
わ
ず
、
賃
金
の
未
払
い
、

不
当
な
解
雇
、
職
場
で
の
い
じ
め
、

セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
パ

ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
、
労
働

問
題
に
つ
い
て
の
無
料
相
談
を
行

い
ま
す
。
労
働
者
だ
け
で
な
く
、

事
業
主
も
相
談
で
き
ま
す
。
予
約

が
必
要
で
す
。

日
時
　
３
月
２
日（
火
）午
前
10
時

〜
午
前
11
時
45
分
　
※
１
人
45
分

場
所
　
市
役
所

定
員
　
先
着
２
人

受
付
方
法
　
２
月
16
日
（
火
）
午

前
９
時
か
ら
電
話
で
受
け
付
け

託
児
　
生
後
５
カ
月
以
上
の
未
就

学
児
、
１
人
３
０
０
円
、
要
予
約

託
児
受
付
期
限
　
２
月
22
日（
月
）

受
付
、
問
い
合
わ
せ
　
市
男
女
共

同
参
画
推
進
室
☎
４
３
・
８
１
１

６　
労
使
交
渉
が
進
展
し
な
い
、
使

用
者
か
ら
不
当
な
取
り
扱
い
を
受

け
た
な
ど
、
労
働
組
合
と
使
用
者

と
の
労
働
問
題
解
決
の
た
め
の

あ
っ
せ
ん
、
不
当
労
働
行
為
救
済

申
し
立
て
は
労
働
委
員
会
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

相
談
先
、
問
い
合
わ
せ
　
県
労
働

委
員
会
事
務
局
調
整
課
☎
０
９
２

・
６
４
３
・
３
９
８
０

　
年
度
末
に
向
け
て
増
加
が
懸
念

さ
れ
る
解
雇
な
ど
の
労
働
問
題
に

関
し
て
、
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
相
談
は
労

働
者
、
使
用
者
の
別
は
問
い
ま
せ

ん
。
弁
護
士
に
よ
る
面
談
も
あ
り

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
予
約
は

不
要
で
す
。

日
時
　
２
月
17
日（
水
）、２
月
18

日
（
木
）
午
前
９
時
〜
午
後
８
時

※
受
け
付
け
は
午
後
７
時
30
分
ま

で弁
護
士
面
談
日
時
　
２
月
18
日

（
木
）
午
後
３
時
〜
午
後
７
時
※

受
け
付
け
は
午
後
６
時
ま
で

場
所
　
県
福
岡
労
働
者
支
援
事
務

所
（
福
岡
市
中
央
区
）

問
い
合
わ
せ
　
県
福
岡
労
働
者
支

援
事
務
所
☎
０
９
２
・
７
３
５
・

６
１
４
９

ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
人
を
対

象
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

す
。
ま
ず
は
電
話
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

受
付
日
時
　
月
曜
〜
金
曜
日
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
、
毎
週
土
曜
日

と
第
１
・
第
３
日
曜
日
午
前
９
時

〜
午
後
４
時

相
談
内
容

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
た
就

業
支
援

・
養
育
費
相
談
　
※
離
婚
協
議
中

で
も
相
談
可

・
弁
護
士
相
談

受
付
、
問
い
合
わ
せ
　
ひ
と
り
親

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
☎
０
９
２
・

５
８
４
・
３
９
３
１

　
市
商
工
会
工
業
部
会
が
毎
年
実

施
し
て
い
る
「
高
齢
者
世
帯
手
直

し
奉
仕
作
業
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、
今
年
度
は
中
止
と
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
市
商
工
会
☎
４
２

・
０
３
１
５

福
津
市
役
所
代
表

電話  ☎42・1111

福
津
市
・宗
像
市
の
市
外

局番は0940です。

県
労
働
委
員
会
の

利
用
案
内

解
雇・雇
止
め
集
中
相
談
会
を

開
催

労
働
相
談
会
を

開
催

ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

今
年
度
の「
高
齢
者
世
帯

手
直
し
奉
仕
作
業
」は
中
止

　令和３年３月分 ( 令和３年５月支払い ) から、障
害基礎年金を受給しているひとり親家庭の児童扶
養手当の「手当額の算出方法」と「支給制限に関
する所得の算定方法」が変わります。詳しくは市
公式ホームページを確認するかお問い合わせくだ
さい。

　児童扶養手当の額が障害基礎年金の子の加算部
分の額を上回る場合、その差額を児童扶養手当と
して受給できるようになります。

　障害基礎年金等受給者の支給制限に関する「所
得」に非課税の公的年金給付等が含まれます。
問い合わせ　市こども課☎４３・８１２４

障害基礎年金を受給している
ひとり親家庭の

「児童扶養手当」の
算定方法が変わります

手当額の算出方法

支給制限に関する所得の算定方法

情報広場

広報ふくつ 14広報ふくつ15

広報

　市の広報紙「広報ふくつ」は原則、これまで１日号と15日号（おしらせ版）の毎月２回発行してい
ましたが、４月からは毎月１回の発行に変更します。また、現在、15日号の表紙に掲載している「す
くすくふくつっ子 1歳おめでとう」のコーナーなど、一部の紙面の再編を行います。
問い合わせ　市まちづくり推進室☎43・8113

は ４月号 から
月に１回 お届けします

カレンダーはこれまでどおり毎月発行します

月末までにお届けします

　これまで毎月15日号に折り込んでいた「月間カレンダー」は、4月以降も引き続き「広報ふくつ」
に折り込んだ状態でお届けします。なお、これまでおよそ15日ごろにお届けしていましたが、5月カ
レンダーからは月末までにお届けします。

　４月以降は毎号、月末までに「広報ふくつ」を全世帯に配布します。月末の日（その日が土曜・
日曜日、祝日の場合はその前の平日）までに届いていない場合は、大変お手数ですがご連絡くだ
さい。
今後のスケジュール　※６月以降も月末の日までに配布します

これまで

今後

１日号 15日号

月間
カレンダー

4月号~

広報

表紙はこれ
まで

の1日号と同
様、

毎月変わり
ます

５月

４月

３月

２月 12日
2月15日号配布開始

26日
3月1日号配布開始

15日
4月号(3月15日・4月1日合併号）配布開始

～30日
5月号配布期間

～31日
6月号配布期間

（3月15日配布開始分）



P O S T  C A R D

８１１-３２９３      
福津市役所　　　　
まちづくり推進室 行

フリガナ
氏名

住所　〒　　 -

電話番号

年齢

歳

※名前と住所は必ず記入してください

男

　・
　女

ペンネーム

2021. 2021. 22広報広報

郵送する場合

お手数ですが

63円切手を

お貼りください

　広報ふくつをお読みいただきありがとうご
ざいます。はがき裏面の質問にご回答のう
え、63円切手を貼って郵送するか、市役所､市
立図書館、津屋崎行政センターの意見箱に投
函してください。

内
容
　
初
心
者
か
ら
日
商
簿
記
検

定
３
級
資
格
取
得
を
目
指
す
講
座

※
検
定
日
は
６
月
13
日
（
日
）

講
習
期
間
　
４
月
２
日
〜
６
月
２

日
の
４
月
は
水
曜
・
金
曜
日
、
５

月
は
月
曜
・
水
曜
・
金
曜
日
の
全

21
回
　
※
５
月
３
日
、
５
月
５
日

は
休
講

時
間
　
午
前
９
時
40
分
〜
正
午
　

※
４
月
２
日
、
４
月
７
日
、
４
月

時
間
　
①
午
前
の
部
　
午
前
９
時

30
分
〜
正
午
　
②
午
後
の
部
　
午

後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

場
所
　
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
（
久
留

米
市
）

対
象
　
県
内
在
住
で
年
間
を
通
じ

て
講
座
に
出
席
で
き
る
人

定
員
　
①
②
と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
25

人
の
２
班
、
計
１
０
０
人
　
※
応

募
多
数
の
場
合
は
抽
選

受
付
方
法
　
ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
、郵
便
番
号
、住
所
、氏
名
、

電
話
番
号
、
フ
ァ
ク
ス
番
号
、
希

望
グ
ル
ー
プ
①（
午
前
の
部
）
ま

た
は
②（
午
後
の
部
）
を
記
載
し

て
応
募

応
募
先
　
〒
８
３
９
‐
１
２
１
３

久
留
米
市
田
主
丸
町
益
生
田
１
１

２
５
、フ
ァ
ク
ス
番
号
０
９
４
３
・

７
２
・
１
５
５
８
　
福
岡
県
緑
化

セ
ン
タ
ー
「
緑
の
教
室
」
係
宛
て

受
付
期
限
　
３
月
19
日
（
金
）

問
い
合
わ
せ
　
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
４
３
・
７
２
・
１
１
９
３

　
昭
和
歌
謡
や
童
謡
、
ポ
ッ
プ
ス

を
み
ん
な
で
楽
し
く
歌
い
ま
し
ょ

う
。
参
加
に
は
事
前
申
し
込
み
が

　
毎
月
１
回
、
こ
こ
ろ
の
健
康
相

談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
自
分
の

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
家
族
の
気
に

な
る
こ
と
な
ど
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
相
談
は
精
神
保
健
福
祉

士
が
受
け
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。
予
約
が
必
要
で
す
。

日
時
　
２
月
22
日
（
月
）
午
後
２

時
〜
午
後
４
時
　
※
１
人
１
時
間

場
所
　
ふ
く
と
ぴ
あ

定
員
　
２
人

受
付
期
限
　
２
月
16
日
（
火
）

受
付
、
問
い
合
わ
せ
　
市
い
き
い

き
健
康
課
（
ふ
く
と
ぴ
あ
）☎
３

４
・
３
３
５
１

　
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
庭
木

の
育
て
方
や
庭
作
り
の
基
礎
知
識

な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
緑
化

講
習
会
「
緑
の
教
室
」
を
開
催
し

ま
す
。
費
用
は
無
料
で
、
予
約
が

必
要
で
す
。

日
程
　
４
月
〜
12
月
の
原
則
第
３

か
第
４
日
曜
日
　
※
５
月
を
除
く
。

全
８
回

９
日
は
午
前
10
時
開
始

場
所
　
福
岡
市
男
女
共
同
参
画
推

進
セ
ン
タ
ー
・
ア
ミ
カ
ス
（
福
岡

市
南
区
）

費
用
　
受
講
料
・
テ
キ
ス
ト
代
・

資
料
代
２
万
円
、
検
定
受
験
料
２

８
５
０
円

定
員
　
先
着
25
人

託
児
　
生
後
６
カ
月
以
上
、
先
着

10
人
、
無
料
、
要
予
約

内
容
　
労
働
安
全
衛
生
法
第
76
条

に
基
づ
く
講
習

講
習
期
間
　
４
月
４
日
（
日
）
、

４
月
11
日
（
日
）

時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
30
分

場
所
　
福
岡
地
区
職
業
訓
練
協
会

（
福
岡
市
東
区
）

費
用
　
受
講
料
・
材
料
代
８
千
円
、

テ
キ
ス
ト
代
８
０
０
円

定
員
　
先
着
40
人

内
容
　
初
心
者
で
も
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
作
成
や
ブ
ロ
グ
編
集
な
ど
に

活
用
で
き
る
技
術
が
身
に
付
く
講

習講
習
期
間
　
４
月
４
日
〜
４
月
25

日
の
日
曜
日
、
全
４
回

時
間
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４

時
30
分

場
所
　
福
岡
地
区
職
業
訓
練
協
会

（
福
岡
市
東
区
）

費
用
　
受
講
料
・
テ
キ
ス
ト
代
２

万
２
千
円

定
員
　
先
着
15
人

内
容
　
マ
ク
ロ
機
能
よ
り
も
複
雑

な
処
理
実
行
を
構
築
で
き
る
E
x

c
e
l
上
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

ツ
ー
ル
の
講
習

講
習
期
間
　
４
月
４
日
〜
４
月
25

日
の
日
曜
日
、
全
４
回

時
間
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４

時
30
分

場
所
　
福
岡
商
工
会
議
所
ビ
ル

（
福
岡
市
博
多
区
）

費
用
　
受
講
料
・
テ
キ
ス
ト
代
２

万
３
千
円

定
員
　
先
着
15
人

内
容
　
初
心
者
向
け
で
、
パ
ソ
コ

ン
の
基
本
操
作
と
文
書
作
成
ソ
フ

ト
の
主
要
機
能
習
得
講
習

講
習
期
間
　
４
月
４
日
〜
５
月
９

日
の
日
曜
日
、
全
５
回
　
※
５
月

２
日
は
休
講

時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所
　
福
岡
地
区
職
業
訓
練
協
会

（
福
岡
市
東
区
）

費
用
　
受
講
料
・
テ
キ
ス
ト
代
２

万
円

定
員
　
先
着
15
人

　
　
　
　
　
　
①
②
③
は
２
月
16

日
（
火
）
午
前
９
時
〜
、
④
⑤
は

２
月
17
日
（
水
）
午
前
９
時
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
岡
地
区

職
業
訓
練
協
会
☎
０
９
２
・
６
７

１
・
６
８
３
１

　
県
司
法
書
士
会
で
は
、
２
月
を

「
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
月

間
」
と
定
め
、
県
内
の
司
法
書
士

が
相
続
登
記
手
続
き
に
関
す
る
相

談
に
無
料
で
応
じ
ま
す
。
最
寄
り

の
司
法
書
士
事
務
所
は
司
法
書
士

総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
が
紹
介
し
ま

す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

期
間
　
２
月
１
日
（
月
）
〜
２
月

28
日
（
日
）

場
所
　
県
司
法
書
士
会
の
会
員
事

務
所

受
付
方
法
　
司
法
書
士
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー
（
☎
０
５
７
０
・
７
８

３
・
５
４
４
、
平
日
午
前
10
時
〜

午
後
４
時
）
に
連
絡

問
い
合
わ
せ
　
県
司
法
書
士
会
事

務
局
☎
０
９
２
・
７
２
２
・
４
１

３
１

①
商
業
簿
記
３
級

　
試
験
対
策
講
座

必
要
で
す
。

日
程
　
２
月
10
日
（
水
）、
２
月

25
日
（
木
）

時
間
　
午
後
２
時
〜
午
後
４
時

定
員
　
40
人

受
付
、
問
い
合
わ
せ
　
宮
司
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
☎
５
２
・
５

９
０
１

　
離
職
な
ど
で
再
就
職
を
希
望
す

る
人
を
対
象
に
、
専
門
知
識
や
技

能
を
学
ぶ
た
め
の
６
カ
月
間
の
職

業
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

訓
練
期
間
　
４
月
６
日
（
火
）
〜

９
月
29
日
（
水
）

場
所
　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
飯
塚

（
飯
塚
市
）

訓
練
科
目
　
①
も
の
づ
く
り
Ｃ
Ａ

Ｄ
科
Ｎ
Ｃ
コ
ー
ス
　
②
ビ
ル
管
理

技
術
科
　
③
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
Ｃ

Ａ
Ｄ
技
術
科
　
④
建
設
機
械
科
　

⑤
ビ
ジ
ネ
ス
ワ
ー
ク
科

定
員
　
①
は
12
人
　
②
③
④
⑤
は

各
15
人

対
象
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
を

申
し
込
ん
で
い
る
人

受
付
方
法
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
福
岡

東
（
福
岡
市
東
区
）
で
申
し
込
み

受
付
期
限
　
３
月
15
日
（
月
）

選
考
日
　
３
月
22
日
（
月
）

選
考
方
法
　
筆
記
選
考
お
よ
び
面

接合
否
発
表
　
３
月
25
日
（
木
）

費
用
　
受
講
料
は
無
料
。
教
科
書

や
作
業
服
な
ど
の
費
用
は
別
途
必

要　
毎
月
２
回
、
セ
ン
タ
ー
で
の
職

業
訓
練
に
つ
い
て
の
見
学
会
・
説

明
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
参
加

は
無
料
で
、
予
約
は
不
要
で
す
。

日
時
　
２
月
３
日
（
水
）、
２
月

16
日
（
火
）
午
後
１
時
〜
　
※
各

２
時
間
程
度
。
こ
の
日
程
以
外
で

も
個
別
対
応
可
の
場
合
有
り

問
い
合
わ
せ
　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ

ー
飯
塚
☎
０
９
４
８
・
２
２
・
４

９
８
８

②
ガ
ス
溶
接

　
技
能
講
習

③
パ
ソ
コ
ン「
Ｈ
Ｐ
作
成

　（
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
／
Ｃ
Ｓ
Ｓ
編
）」講
習

④
パ
ソ
コ
ン「
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ

　
Ｖ
Ｂ
Ａ
　
マ
ク
ロ
」講
習

⑤
パ
ソ
コ
ン「
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
で

　
き
れ
い
に
文
書
作
成
」講
習

受
付
期
間

受
付
、問
い
合
わ
せ

み
や
じ
歌
声
喫
茶

施
設
見
学
会
・
説
明
会

職
業
訓
練
講
習
の

受
講
生
を
募
集

令
和
３
年
度「
緑
の
教
室
」

受
講
者
募
集

２
月
は「
相
続
登
記
は

お
済
み
で
す
か
月
間
」

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

宮
司
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
の
イ
ベ
ン
ト
案
内

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
飯
塚
の

職
業
訓
練
受
講
生
を
募
集

　福津市、古賀市、宗像市が合同で、市税
などの滞納処分によって差し押さえた動産
を公売します。３市で合計約１００品を出
品予定です。会場に掲示している写真など
で品物と最低見積価額を確認し、入札をし
てください。最も高い金額で入札した人が
落札者となり、開札後に出品団体から連絡
します。皆さんの参加をお待ちしています。

期間　２月 15 日（月）～２月 19 日（金）
午前８時 45分～午後５時
場所　市収納課前
受付、問い合わせ
市収納課　☎４３
・８１１９

期 間 入 札 公 売 を

開 催

古 賀 ・ 宗 像 ・ 福 津

情報広場
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　発熱等の症状がある場合、まずは、
かかりつけ医等の地域で身近な医療機
関に電話相談してください。
●相談した医療機関で診療・検査が可 
　能な場合→当該医療機関を受診
●相談した医療機関で診療・検査がで
　きない場合や、かかりつけ医がなく、
　相談する医療機関に迷った場合
　→受診・相談センターに問い合わせ
　　て、案内された医療機関に電話相
　　談した上で受診
注意点
・受診前に必ず電話相談をし、来院時
　間を決定してください。
・できる限り公共交通機関以外で受診
　するようにしてください。
・来院時間を守り、マスクを着用して
　受診してください。
※重症化しやすい高齢者、糖尿病、心不
全、呼吸器疾患（COPD等）等の基礎疾
患がある方や透析を受けている方、免疫
抑制剤や抗がん剤等を用いている方、妊
婦の方で、発熱や咳などの比較的軽い風
邪の症状がある場合は早めにご相談くだ
さい。
相談先　受診・相談センター（宗像・遠
賀保健福祉環境事務所）☎0940・36・
6098、ファクス0940・47・0031（夜
間休日の相談先は福岡県保健所夜間休
日緊急連絡番号☎092・471・0264）

新型コロナウイルス感染症に関する
相談・受診方法 ※1月２０日現在

出生53人 死亡59人 転入237人  転出182人

■人口(人)
        男性(人）
        女性(人)
■世帯数(世帯)

67,238
31,825
35,413
28,649

+49
+25
+24
+38

内　訳

+1.001
+544
+457
+655

前月比 前年比

Public Relations2広報
みんなと市のいい関係

2
8
10
12
14
20

特集　知ってほしい。福津のはな
まちの話題
SDGs／消費生活／福津防災／図書
好いとお ! 福津／男女
情報広場
福津三十六景

12月中のひとの動き 12 月末現在

昼夜を問わず、不要不急の外出・
移動の自粛をお願いします。
期間　2月7日（日）まで
　　　　　　　　※1月20日時点

新型コロナウイルス感染拡大に伴う

緊急事態措置実施中

広報ふくつ19

　広報ふくつは“みんなと市のいい関係”を築
くことを目指して、行政課題や教育文化など
の特集を組んでいます。特集のことや別の記
事のこと、紙面以外にも日々の生活のことな
ど、皆さんの声をお聞かせください。

今月号の特集はいかがでしたか。次の中から一つ選んで
○をつけ、感想をご記入ください。

※ご協力ありがとうございました。今後の広報ふくつの
　紙面づくりに活用させていただきます。

１.よくなかった　　２.あまりよくなかった　
３.普通　　４.よかった　　５.とてもよかった　

Ｑ
１

今後どのような特集があればいいと思いますか。Ｑ
２
今月号でよかった記事は、どのコーナーですか。Ｑ

３
今月号でよくなかった記事は、どのコーナーですか。Ｑ

４

紙面の感想、福津市に住んで思ったこと、こうなったら
いいなと思うことなど、自由にご記入ください。

Ｑ
５

感
想

2021.22021.2
広報広報 特集特集 知ってほしい。福津のはな

　
絵
本
や
紙
芝
居
作
り
か
ら
、
息

子
で
「
大
家
さ
ん
と
僕
」
の
作
者

の
矢
部
太
郎
さ
ん
の
子
育
て
ま
で

語
っ
て
も
ら
い
ま
す
。
参
加
は
無

料
で
、
予
約
が
必
要
で
す
。

日
時
　
３
月
６
日
（
土
）
午
後
２

時
〜
午
後
３
時
30
分

場
所
　
市
立
図
書
館

定
員
　
先
着
40
人

受
付
方
法
　
市
立
図
書
館
窓
口
ま

た
は
電
話

受
付
、
問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書

館
☎
４
２
・
８
０
０
０

　
無
理
な
く
続
け
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
２
月
12
日
（
金
）・
２
月

15
日
（
月
）
午
前
11
時
〜
正
午

　
日
本
舞
踊
の
発
表
会
で
す
。

日
時
　
２
月
17
日
（
水
）
午
後
０

時
30
分
〜

　
健
康
寿
命
を
延
ば
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
２
月
19
日
（
金
）
午
前
11

時
〜
正
午

　
ケ
ア
プ
ラ
ン
ナ
ー
つ
む
ぎ
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
　
２
月
21
日
（
日
）
午
後
１

時
〜
午
後
５
時

　
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
、
無
理
な

く
、
優
し
い
体
操
で
す
。

日
時
　
２
月
22
日
（
月
）
午
前
11

時
〜
正
午

問
い
合
わ
せ
　
潮
湯
の
里
夕
陽
館

☎
５
２
・
３
３
５
３

　
仕
事
な
ど
で
必
要
と
さ
れ
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
。
ど
う

す
れ
ば
苦
手
意
識
が
無
く
な
る
の

か
、
元
日
本
航
空
福
岡
空
港
支
店

グ
ラ
ン
ド
ス
タ
ッ
フ
を
勤
め
た
講

師
が
、
空
港
在
職
中
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
な
ど
を
含
め
、
講
話
を
行
い
ま

す
。
費
用
は
無
料
で
、
予
約
が
必

要
で
す
。

日
時
　
２
月
27
日
（
土
）
午
前
11

時
〜
正
午

場
所  

カ
メ
リ
ア
ス
テ
ー
ジ
図
書
館

定
員
　
先
着
10
人

講
師
　
ま
つ
エ
ク
サ
ロ
ン
ブ
ラ
ン

藤
間
波
奈
敬
千
社
中

い
き
い
き
介
護
予
防
体
操

リ
ラ
ッ
ク
ス
体
操

代
表
　
西
垣
美
香
さ
ん

受
付
方
法
　
カ
メ
リ
ア
ス
テ
ー
ジ

図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
ま
た
は
電
話

受
付
、
問
い
合
わ
せ
　
カ
メ
リ
ア

ス
テ
ー
ジ
図
書
館
☎
７
２
・
１
２

０
７

　
ア
レ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
疑
問
に

対
し
て
、
医
師
・
看
護
師
が
回
答

す
る
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
す
。
な
お
、

回
答
に
は
１
週
間
程
度
要
し
ま
す
。

相
談
方
法
　
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ク
ス
、

電
話
。
電
話
は
祝
日
を
除
く
毎
週

水
曜
日
午
前
10
時
〜
正
午
、
毎
週

木
曜
日
午
後
１
時
〜
午
後
３
時

相
談
先
　
国
立
病
院
機
構
福
岡
病

院
ア
レ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
☎・
F

A
X
０
９
２
・
５
６
５
・
８
７
９

８
、
メ
ー
ル603-A

llergies@
m
ail.hosp.go.jp

　
ア
ジ
ア
太
平
洋
こ
ど
も
会
議
・

イ
ン
福
岡
は
、
福
岡
を
ベ
ー
ス
に

民
間
レ
ベ
ル
の
草
の
根
国
際
交
流

事
業
を
行
っ
て
い
る
特
定
非
営
利

活
動
法
人
で
す
。

　
こ
ど
も
国
際
交
流
事
業
の
企
画

・
運
営
の
手
伝
い
を
し
て
く
だ
さ

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

現
在
、
中
学
生
か
ら
シ
ニ
ア
世
代

ま
で
幅
広
い
年
齢
層
の
人
が
登
録

し
て
い
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

シ
ス
テ
ム
「
Z
o
o
m
」
を
使
っ

た
オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会
は
、
５
月

ま
で
開
催
し
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
す
る
か
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
付
方
法
　
ア
ジ
ア
太
平
洋
こ
ど

も
会
議
・
イ
ン
福
岡
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
申
し
込
み

問
い
合
わ
せ
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ジ

ア
太
平
洋
こ
ど
も
会
議
・
イ
ン
福

岡
☎
０
９
２
・
７
３
４
・
７
７
０

０

健
康
体
操（
て
ん
と
う
虫
体
操
・

あ
お
ぞ
ら
体
操
）

夕
陽
館 

介
護
な
ん
で
も
相
談

ズ
ー
ム

絵
本
作
家
や
べみ
つ
の
り
さ
ん
の

講
演
会
を
開
催

夕
陽
館
の

イ
ベ
ン
ト
案
内

ア
ジ
ア
太
平
洋
こ
ど
も
会
議・

イ
ン
福
岡
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

ア
レ
ル
ギ
ー
相
談
窓
口
を

開
設

「
コ
ミ
ュ
力
Ｕ
Ｐ
の
極
意
」

参
加
者
募
集

新型コロナウイルス感染症の
感染リスクが高まる「５つの場面」

出典：内閣官房新型コロナウイルス感染症対策推進室ホームページ「感染
　　　リスクが高まる「５つの場面」」

場面１　飲酒を伴う懇親会等
・飲酒の影響で気分が高揚すると同時に注
　意力が低下する。また、聴覚が鈍麻し、　
　大きな声になりやすい。
・特に敷居などで区切られている狭い空間
　に、長時間、大人数が滞在すると、感染
　リスクが高まる。
・また、回し飲みや箸などの共用は感染のリスクを高める。

場面２　大人数や長時間におよぶ飲食
・長時間におよぶ飲食、接待を伴う飲
　食、深夜のはしご酒では、短時間の
　食事に比べて、感染リスクが高まる。
・大人数、例えば５人以上の飲食では、
　大声になり飛沫が飛びやすくなるた
　め、感染リスクが高まる。

場面３　マスクなしでの会話
・マスクなしに近距離で会話をすることで、飛沫感染やマイクロ飛
　沫感染での感染リスクが高まる。
・マスクなしでの感染例とし
　ては、昼カラオケなどでの
　事例が確認されている。
・車やバスで移動する際の車中でも注意が必要。

場面５　居場所の切り替わり
・仕事での休憩時間に入った時など、居場所が切り替わると、気の
　緩みや環境の変化により、感染リスクが高まることがある。
・休憩室、喫煙所、更衣室
　での感染が疑われる事例
　が確認されている。

場面 4　狭い空間での共同生活
・狭い空間での共同生活は、長時
　間にわたり閉鎖空間が共有され
　るため、感染リスクが高まる。
・寮の部屋やトイレなどの共用部分
　での感染が疑われる事例が報告されている。

どん ま※

※感覚がにぶくなること




